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登録団体概要書 

 

１ 団体名・活動分野・自己ＰＲ（※各項目の記載枠サイズは、適宜加工してください。） 

(1)団体名 特定非営利活動法人浜松緑のカーテン応援団 

(2)種類 ■ 特定非営利活動法人 □ 任意団体 □ その他（      ） 

(3)主な活動 
分野 

□ 福祉 ■ 環境 □ 文化 □ スポーツ □ 子どもの健全育成 
□ その他の社会貢献に係る分野（             ） 

(4)自己ＰＲ 
・アピール 
ポイント 

節電はこれからの日本の社会的課題です。夏の太陽エネルギーを遮るに、

最も効率的な方法が緑のカーテンです。しかし密度がある緑のカーテン

を仕上げるのにはそれなりの技術と経験が必要です。緑のカーテン設置

事業と啓発事業を通して、確実に節電効果がある緑化事業を進めていま

す。 

２ 活動について 
(1)これまでの

主な活動実績 
23年度 浜松市制 100周年事業 100夢プロジェクト受託 

 浜松市役所緑のカーテン設置 ガイドブック ホームページ作成 

23年度 全国緑のカーテンフォーラム IN浜松 協力 

24年度 南区役所地域力向上事業 

 緑のカーテン設置及び啓発事業 業務委託 

24年度 東区役所地域力向上事業 

 緑のカーテン設置及び啓発事業 業務受託 

24年度 しずぎんふるさと環境保全基金 

 与進小学校放課後児童会緑のカーテン設置 

 与進幼稚園緑のカーテン設置 

 井伊谷小学校緑のカーテン設置 

緑のカーテン講習会 活動 

(2)団体の目的 
（定款等に記載

された目的）  

この法人は、全ての市民に対して、持続可能な社会を形成するため、緑

化活動や子育て支援活動を通して、地球温暖化や少子高齢化によって引

き起こされる問題を改善する事業をおこない、共に住みやすい心豊かな

社会の形成に寄与することを目的とする。 

(3)団体の活

動・業務（事業

活動の概要） 

（１）特定非営利活動に係る事業 

①緑のカーテンを含む、全ての緑化の設置に関する事業 

②緑のカーテンを含む、全ての緑化の普及、啓発に関する事業 

③環境問題をテーマとしたコンサートの企画制作 

④男女共同参画社会を形成するための講習会等に関する事業 



⑤男女共同参画社会を形成するための調査、研究等に関する事業 

⑥男女共同参画社会を形成するための情報の収集、提供、発信に関す

る事業 

⑦その他目的を達成するのに必要な事項 

（２）その他の事業 

 ①緑化資材及び関連資材の販売、斡旋 

(4) 現在特に力

を入れている事

業 

緑のカーテン設置事業 

(5) 4 の事業に

関する地域の課

題、・目的（必要

性） 

（地域の課題） 

緑のカーテンは震災後、注目されましたが一時的なブームで終わらないた

め完成度の高い、緑のカーテンを増やすことが必要です。 

（目的・必要性） 

緑のカーテンは植物の蒸散作用を利用して、最も効率的に夏の暑さを遮る

効果があり、緑化意識、環境教育にも効果があり、更に広げていく価値が

ある活動です。 

(6) 4 の事業の

目標と成果の確

認方法 

（目標）※H25.4.1変更。 

家庭、事務所、商業地域など暮らしの場に緑のカーテンを設置し環境意識

を身近なものにする。 

（成果の確認方法） 

実際の設置実績 

(7) 4 の事業に

関する今後の方

向性・ビジョン 

※H24.4.1変更。 

市民の生活の場において、地球温暖化に有効な緑のカーテンの設置を進め

ていき、緑化意識、環境意識を広める事により、教育現場の環境教育にも

感心が高まるよう啓発する。 

３ 他の組織等からの支援の実績と内容 

(1)助成金・

物品等、他の

組織から受

けた支援の

実績 

※直近２か年度分の実績を記載。 

24年度 静岡銀行のしずぎんふるさと環境保全基金から助成を受ける。 

(2) 他 の

NPO・市民活

動団体との

協働の実績 

※協働した団体名と実施内容を簡潔に記載。 

23年度 全国緑のカーテンフォーラム IN浜松 

     NPO法人緑のカーテン応援団に協力。 

(3)企業等と

の協働の実

績 

※協働した団体名と実施内容を簡潔に記載。 

特になし。 



(4)行政との

協働の実績 
※協働した団体名と実施内容を簡潔に記載。 

23年度 全国緑のカーテンフォーラム IN浜松 

    浜松市緑政課に協力。 

４ 情報公開について 

(1)活動内容

の報告方法 
■ 団体のホームページを利用  ■ ブログを利用 
□ ツイッター・フェイスブックを利用 □ 活動報告会を実施 
□ 現場見学会を実施 □ その他（             ） 

(2)寄附を受

けた場合、寄

附者への活

動報告方法 

■ 実施活動の報告書を送付 □ 会報等を送付 
□ メールマガジンを送付  □ 活動報告会へ招待 
□ 活動現場の見学会へ招待 
□ その他（                        ） 

 


